
委員からの意見及び質疑に対する応答 

令 和７年度 島田市スポーツ振興 協議会 令和８ 年３ 月 13 日（ 金）  

発言者 内容 

スポーツ振興課 
事務局から「５協議事項(1)令和７年度スポーツ振興事業実施報告について」資料に

基づき説明 

委員 平日では学校部活動を継続するとあるが、いままでどおりやるのか。 

スポーツ振興課 

国のガイドラインが昨年 12 月にだされ、令和８年度から 10 年度までは前期の改革実

行期間、令和１１年度から１３年度までは後期の改革実行期間に位置付けられ、休日

は改革実行期間内に原則地域展開を目指すことになった。 

平日については、国は前期と後期の間の中間評価の段階で検討することとしている。

そのため、現在のところ平日の学校部活動については継続していくが、できるところにつ

いては地域クラブ化していく。 

委員 
学校の先生の働き方改革を進めている一方で、先生が指導者となれば、いままでどお

り拘束されることになり、問題ではないか。 

スポーツ振興課 

平日については、部活動の先生に指導していただくが、部活動指導員や外部指導員

の地域の指導者にも指導いただいている。徐々に外部の指導員を増やして時間外の

削減をしていきたい。 

委員 

中学に行っても部活ができないという懸念があった。平日は先生にやってもらえると部

活動として成り立っていくと思われる。子ども達は不安の気持ちでいるので、小学校か

ら中学校に上がるときに説明してもらえれば子ども達が安心する。 

学校教育課 

１月から２月に小学６年生を対象に入学説明会を行っており、そこで説明している。ま

だまだ広報が足りない部分があるので、しまいくプラスの連絡ツールもあるので、そうい

ったものも使っていきたい。 

委員 
まだまだ父兄への説明が不十分なところがあると思うので、しっかりと説明をお願いした

い。 

委員 ローズアリーナの指定管理者は変わったのか。 

スポーツ振興課 変更はありません。 

委員 認定されないと地域クラブとして認められないのか。 

スポーツ振興課 

地域クラブは部活動の教育的意義を継承しつつ、勝利に固執しない、休みもちゃんと

とるなど島田市の地域クラブの認定要件を満たすクラブを地域クラブとして認定してい

る。 

委員 地域クラブに認定されると特典はあるのか。 



発言者 内容 

スポーツ振興課 

令和８年度の静岡県中体連のクラブ参加条件が公表されている。陸上・駅伝の団体

戦では、地域移行したクラブは地区大会から参加できたり、剣道、卓球の団体につい

てもクラブ支部予選に参加できたりするなど、認定された地域クラブは、中体連の大会

に参加できるようになっている。 

令和８年度に学校教育課内に地域クラブ活動推進室が新設されるため、地域クラブ

活動推進室を中心に認定された地域クラブに対して、指導者報酬への補助など、どの

ような支援ができるのか検討していく。 

そうしたところで、地域クラブとして認定されることのメリットが徐々に明確になると考えて

いる。 

委員 認定の条件はどういったものか。 

学校教育課 

部活動で大事にしていた教育的な部分を大事にすること、強いチームを作るだけでは

ないこと、部活動のガイドラインがあるので、それに則った活動をすること、運営母体が

しっかりしていることなどが条件となっている。 

委員 静岡県中体連の参加条件が各競技団体へ情報が伝わっていないのではないか。 

スポーツ振興課 静岡県中体連のホームページに掲載されている。 

委員 

サッカーでは、ファンタジスタが地域クラブとして認定されている。どんどんクラブチーム

ができていくことを認めるのか。サッカー協会や学校とで進めていることと違っているの

ではないか。 

スポーツ振興課 

令和７年度においても新たな地域クラブ活動推進委員会にサッカー協会に入っていた

だき、どういった方向で進めていくか検討してきた。 

地域クラブの認定については、認定要綱に認定要件を満たしていれば、拒むことなく

認定していく。 

委員 

学校の部活動では子ども達がそのまま行けるが、地域クラブになると送迎に親の負担

がかかるので、考えてほしい。 

楽しむためにスポーツをやるのか、勝つため・上手になるためにスポーツをやるのか、

チームの目的をきちんと示してもらえれば、親や子どもが選びやすいと思う。 

委員 中体連は今後継続していくのか。 

学校教育課 我々のところにも情報が伝わってきていない。 

委員 

剣道では、二中にしか剣道の部活動がない。二中以外にも剣道をやっている子どもが

いるが、個人戦には学校名で参加できるが、団体戦には参加できない。そのため、団

体戦でも試合に出られるように、地域クラブが二中以外の子ども達の受け皿となってい

る。 



発言者 内容 

委員 

水泳では５団体が認定されているが、その目的は受け皿づくり。中学生が入るかどうか

は別として、受け皿を作っている。 

バドミントンなど競技人口が多いが、推進委員会がない種目の団体・協会に対しての

広報がすごく足りないと思う。 

スポーツ振興課 
事務局から「５協議事項(2)令和８年度スポーツ振興事業実施計画について」資料に

基づき説明 

委員 設備の老朽化に対して市と指定管理者で担当のすみ分けがあるのか。 

スポーツ振興課 
市と指定管理者との間で役割分担表が決められている。少額な修繕は指定管理者、

高額なもの、予防的修繕は市といったように決められている。 

委員 
ローズアリーナの指定管理料がかなり安くなっている。人件費や光熱水費が上がって

いる中で、これでサービスのレベルが保たれるのか。 

スポーツ振興課 

体育施設とばらの丘公園や中央公園等との一体の管理となっている。総額では若干

上がっているが、ローズアリーナでは自主事業で教室を開催し、プラスの面が多く、そう

した中でお金のやりくりで下がっているように見えている。 

委員 
ローズアリーナの自主教室の受講料が、かなり高くなっていると利用者から意見があり

ました。 

スポーツ振興課 指定管理者にもそういった意見があったと伝えていく。 

委員 

国民スポーツ大会、マスターズの大会、東海大会以上の大会に出るときは、軟式野

球では資格を持った人が一人以上入っていないと参加できない。資格を取るための補

助を市で考えているのか。袋井市がそういったことを考えているという情報があった。 

スポーツ振興課 いまのところ考えてはいない。今後、袋井市の事例を研究していきたい。 

委員 地域クラブの指導者に対する資格を取るための補助制度を検討してほしい。 

委員 
スマートロックでは、７時にならないと空かない。使わしてもらう側からすると厳しい。皆さ

んからの意見があれば検討してほしい。 

スポーツ振興課 
準備から片付けまでその時間内でお使いいただくのがルールだと考えている。近隣に

お住まいの方からは、時間を過ぎても使っているという意見もいただいている。 

委員 
新予約システムの関係で、コンビニで使用料を決済できるが、手数料が取られると聞

いたが本当か。 

スポーツ振興課 その点についてちゃんと把握できていないので、確認させていただく。 

 


